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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用交流電源を入力とし、前記商用交流電源の出力を整流して直流とする整流回路と、
前記整流回路の出力端子間に接続された２個のコンデンサからなる直列回路と、
前記直列回路の正の出力端子に一方の端子が接続された第１のスイッチング素子と、
前記直列回路の負の出力端子に一方の端子が接続された第２のスイッチング素子と、
前記第１のスイッチング素子の他方の端子と前記直列回路の直列接続点との間に接続され
た第１のダイオードと、
前記第２のスイッチング素子の他方の端子と前記直列回路の直列接続点との間に接続され
た第２のダイオードと、
前記第１のスイッチング素子と前記第１のダイオードとの接続点と前記第２のスイッチン
グ素子と前記第２のダイオードとの接続点との間に接続された平滑回路と、
前記平滑回路の両端子間に接続された入力電力を負荷に適した特性に変換する出力変換回
路と、
前記第１のスイッチング素子と前記第２のスイッチング素子とを所定の導通時間率でかつ
前記商用交流電源が低電圧の系統であるときには同時に、前記商用交流電源が高電圧の系
統であるときには互いに重複することなく交互にＯＮ－ＯＦＦ制御するスイッチング素子
制御回路と、
前記商用交流電源が低電圧の系統であるときは前記２個のコンデンサを並列接続とし前記
商用交流電源が高電圧の系統であるときは前記２個のコンデンサを直列接続とする切り替
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えスイッチとを備えた電源装置。
【請求項２】
　前記スイッチング素子制御回路は、前記平滑回路の出力電圧又は出力電流の検出値と設
定値との差に応じてＯＮ－ＯＦＦ時間率を決定する回路である請求項１に記載の電源装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、商用交流電源を入力とし、整流し平滑した後に適宜変換して負荷に電力を供給
する電源装置の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図４は、従来の直流電源をインバータ回路により数ＫHz乃至数１０ＫHzの高周波交流電力
に変換して出力する電源装置を示す接続図である。同図において、１は、交流電源であり
、単相商用交流又は３相商用交流の電源が用いられる。２は交流電源１からの電力を整流
して直流に変換する整流回路であり、ダイオード３乃至６から構成されている。Ｃ１は整
流回路２の出力を平滑するコンデンサ、７はコンデンサＣ１の出力を高周波交流電力に変
換して図示しない負荷に供給するインバータ回路である。１３はインバータ回路７を構成
するスイッチング素子を交互に導通させる駆動信号を出力するインバータ制御回路である
。同図において、交流電源１の出力は、整流回路２にて整流され、コンデンサＣ１にて平
滑されて、インバータ回路７にて高周波交流電力に変換される。
【０００３】
図４において、コンデンサＣ１には整流回路２の出力の最大値が充電されるため、交流電
源１の実効出力電圧の約１．４倍の電圧がインバータ回路７に供給される。従って、交流
電源１の出力が２００乃至２３０Ｖ（以下、２００Ｖ系統という）の場合、整流し平滑さ
れた電圧は２８０乃至３２２Ｖとなるために、インバータ回路７に使用される各素子の定
格電圧は６００Ｖのものが使用されている。また、交流電源１の出力が３８０乃至４６０
Ｖ（以下、４００Ｖ系統という）の場合、整流し平滑された電圧は５３２乃至６４４Ｖと
なるために、インバータ回路７に使用される各素子の定格電圧は１０００Ｖ又は１２００
Ｖのものが使用されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記の従来装置においては、交流電源１が２００Ｖ系統と４００Ｖ系統とで、インバータ
回路７に使用される素子及び、例えばこのインバータ回路７に接続されるインバータ回路
７の出力を変圧するインバータ変圧器等の部品をそれぞれ用意しなくてはならないために
、コストが高くなるという不具合を有する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の発明は、商用交流電源を入力とし、商用交流電源の出力を整流して直
流とする整流回路と、整流回路の出力端子間に接続された２個のコンデンサからなる直列
回路と、直列回路の正の出力端子に一方の端子が接続された第１のスイッチング素子と、
直列回路の負の出力端子に一方の端子が接続された第２のスイッチング素子と、第１のス
イッチング素子の他方の端子と直列回路の直列接続点との間に接続された第１のダイオー
ドと、第２のスイッチング素子の他方の端子と直列回路の直列接続点との間に接続された
第２のダイオードと、第１のスイッチング素子と第１のダイオードとの接続点と第２のス
イッチング素子と第２のダイオードとの接続点との間に接続された平滑回路と、平滑回路
の両端子間に接続された入力電力を負荷に適した特性に変換する出力変換回路と、第１の
スイッチング素子と第２のスイッチング素子とを所定の導通時間率でかつ商用交流電源が
低電圧の系統であるときには同時に、商用交流電源が高電圧の系統であるときには互いに
重複することなく交互にＯＮ－ＯＦＦ制御するスイッチング素子制御回路と、商用交流電
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源が低電圧の系統であるときは２個のコンデンサを並列接続とし商用交流電源が高電圧の
系統であるときは２個のコンデンサを直列接続とする切り替えスイッチとを備えた電源装
置である。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、スイッチング素子制御回路が、平滑回路の出力電圧又は出力
電流の検出値と設定値との差に応じてＯＮ－ＯＦＦ時間率を決定する回路である請求項１
に記載の電源装置である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施の形態の例を示す接続図である。同図において、１は交流電源であり
、単相商用交流又は３相商用交流の電源が用いられる。２は交流電源１からの電力を整流
して直流に変換する整流回路であり、ダイオード３乃至６から構成されている。Ｃ２及び
Ｃ３は整流回路２の出力端子間に接続された直列コンデンサであり、コンデンサＣ２及び
Ｃ３の容量を等しく設定しておく。８及び９はスイッチング素子、１４はスイッチング素
子８と９との導通時間率を制御するスイッチング素子制御回路であり、商用交流電源１の
電圧が低電圧のときは両者を同時に、また、商用交流電源１の電圧が高電圧のときは両者
を重複することなく交互にそれぞれ所定の導通時間率と周波数でＯＮ及びＯＦＦを繰り返
すための駆動信号を出力する。１０及び１１はダイオード、Ｃ４は平滑用のコンデンサ、
７はコンデンサＣ４の出力を高周波交流電力に変換して図示しない負荷に供給するインバ
ータ回路である。１３はインバータ回路７を構成するスイッチング素子を交互に導通させ
る駆動信号を出力するインバータ制御回路である。
【０００９】
図１において、４００Ｖ系統の商用交流電源を使用する場合について説明する。まず、ス
イッチング素子８がＯＮしスイッチング素子９がＯＦＦしている間は、交流電源１の出力
は整流回路２で整流され、整流回路２の出力は、整流回路２→スイッチング素子８→イン
バータ回路７→ダイオード１１→コンデンサＣ３→整流回路２の経路を流れる。このとき
、インバータ回路７に供給される電圧は、コンデンサＣ２の充電電圧となり、コンデンサ
Ｃ２びＣ３の容量が等しく設定されていると、交流電源１の出力を整流し平滑した電圧の
１／２の電圧となる。次に、スイッチング素子８及び９がＯＦＦの間は、コンデンサＣ４
に充電された電力が、コンデンサＣ４→インバータ回路７→コンデンサＣ４の経路を流れ
る。次に、スイッチング素子８がＯＦＦしスイッチング素子９がＯＮしている間は、交流
電源１の出力は整流回路２で整流され、整流回路２の出力は、整流回路２→コンデンサＣ
２→ダイオード１０→インバータ回路７→スイッチング素子９→整流回路２の経路を流れ
る。このとき、インバータ回路７に供給される電圧は、コンデンサＣ３の充電電圧となり
、交流電源１の出力を整流し平滑した電圧の１／２の電圧となる。この結果、交流電源１
の出力を整流し平滑した電圧の１／２の電圧が常にインバータ回路７に供給されることに
なる。
【００１０】
なお、スイッチング素子８及び９のＯＮ及びＯＦＦの繰り返し周波数を高く設定すると、
コンデンサＣ４の容量を小さくすることができる。
【００１１】
次に、２００Ｖ系統の商用交流電源を使用する場合は、スイッチング素子８及び９を同時
ＯＮさせることにより、インバータ回路７に交流電源１を整流し平滑した全電圧を供給す
ることができる。この結果、２００Ｖ系統時と４００Ｖ系統時とにおいて、インバータ回
路７には略同じ電圧が供給されることになる。
【００１２】
図２は本発明の別の実施の形態の例を示す接続図である。同図において、１２はリアクト
ルであり、１５は出力電圧設定器、１６は出力電圧検出器、１７は比較器である。その他
は図１に示した装置と同機能のものに同符号を付してある。同図において、リアクトル１
２は、コンデンサＣ２又はＣ３に流れる電流のピーク値を制限することができ、コンデン
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サＣ３及びＣ４の定格を小さくすることができる。さらに、リアクトル１２は、スイッチ
ング素子８及び９に流れる電流のピーク値を制限することができ、スイッチング素子８及
び９を過電流から保護することができる。
【００１３】
図２において、出力電圧は出力電圧検出器１６で検出され、その検出信号Ｖfは比較器１
７で出力電圧設定器１５の設定信号Ｖrと比較されて、その差信号△Ｖ＝Ｖr－Ｖfがスイ
ッチング素子制御回路１４に供給される。スイッチング素子制御回路１４は、入力信号△
Ｖに応じた導通時間率となるように出力パルス幅を決定し、スイッチング素子８及び９を
駆動する。この結果、出力電圧は出力電圧設定器１５の設定値に対応する値に保たれるよ
うにフィードバック制御されることになり、商用交流電源１の出力電圧の変動や負荷の変
動に対して、十分に安定した出力電圧をインバータ回路７に供給することができる。なお
、同図において、その他の動作は図１に示した装置の動作と同じであるので、説明を省略
する。
【００１４】
図２に示したように出力電圧をフィードバックして設定値に一致するように制御するとき
は、この出力を負荷に適した特性に変換する電力変換回路、図２に示したインバータ回路
７、としては、商用交流電源の電圧に無関係に常に特定の電圧が供給されるので、これら
の回路として単一の電圧定格のものとすればよいので、回路の標準化ができることになる
。
【００１５】
図３は本発明のさらに別の実施の形態の例を示す接続図である。同図において、１８及び
１９は切り替えスイッチであり、その他は図１に示した装置と同機能のものに同符号を付
してある。同図において、交流電源１として２００Ｖ系統を使用するときは、切り替えス
イッチ１８及び１９をＡ側に切り替えて、コンデンサＣ２及びＣ３を並列接続にし、交流
電源１として４００Ｖ系統を使用するときは、切り替えスイッチ１８及び１９をＢ側に切
り替えて、コンデンサＣ２及びＣ３を直列接続にする。その結果、交流電源１として２０
０Ｖ系統と４００Ｖ系統とを使用する両方におけるコンデンサＣ２及びＣ３による電圧の
リップル分を低減する能力を、等しくすることができる。
【００１６】
なお、出力電流を設定値に保つ定電流特性とするときには、出力電圧設定器１５を出力電
流設定器とし、出力電圧検出器１６を出力電流検出器とすることによって、両者の差信号
を比較器１７によって得るように構成し、この差信号によってスイッチング素子制御回路
１４のパルス幅を決定すればよい。さらに、インバータ回路７の出力電圧や出力電流を目
的値に合致させるためには、インバータ制御回路１３に出力フィードバック制御機能を持
たせてもよいが、図２において、出力電圧検出器１６をインバータ回路７の出力電圧を検
出するものとすることにより、スイッチング素子８及び９の導通時間率をこの検出値と設
定値との差によって決定すれば、スイッチング素子制御回路１４によって最終出力の制御
が可能となる。この場合、インバータ制御回路１３は、単にインバータ回路７の動作周波
数を定めるだけで、常に一定の時間率でＯＮ－ＯＦＦ制御するものを用いればよいことに
なる。
【００１７】
【発明の効果】
上記の通り、本発明の電源装置は、交流電源１が２００Ｖ系統と４００Ｖ系統とで、イン
バータ回路７に使用すべき素子及び、例えばこのインバータ回路７に接続されるインバー
タ回路７の出力を変圧するインバータ変圧器等の部品を共通して使用することができ、２
００Ｖ系統と４００Ｖ系統とのそれぞれに対応した部品を用いた別機種とする必要がなく
、単一の機種でいずれの電源電圧にも適用できるので製作コストの低減をはかることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の例を示す接続図である。



(5) JP 4275223 B2 2009.6.10

10

【図２】本発明の別の実施の形態の例を示す接続図である。
【図３】本発明の更に別の実施の形態の例を示す接続図である。
【図４】従来の電源装置を示す接続図である。
【符号の説明】
１　交流電源
２　整流回路
３、４，５，６　ダイオード
７　インバータ回路
８、９　スイッチング素子
１０、１１　ダイオード
１２　リアクトル
１３　インバータ制御回路
１４　スイッチング素子制御回路
１５　出力電圧設定器
１６　出力電圧検出器
１７　比較器
１８、１９　切り替えスイッチ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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